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研究成果の概要（和文）： 災害時の心のケアは、災害発生後の時間経過にともなう状況の変化に応じて支援のあり方
や方法を工夫しなければならない。長期的支援においては、必要に応じて専門家の力を借りながら、地域住民が相互に
身近な心の支援を行うことが求められる。そのため、適切な心理教育の内容を検討する必要がある。
　今回実施した心理教育プログラムは、災害時の心の危機、心のセーフティーネット、二つのアプローチと適用方法、
実施上の注意等で構成され、受講者からいずれも理解しやすく有用であるとの評価を得た。

研究成果の概要（英文）： It is necessary to devise methods of psychological care during a disaster 
according to time and situation. Over a long period of time after the disaster, residents of the affected 
areas are required to support each other. Therefore, we must examine the appropriate contents of 
psychological education.
 The contents of the psychological education program that was conducted in this study were as follows; 
psychological crises in a disaster, safety net for mental health, two approaches of support and their 
application practice, and some notes on implementation. These were considered to be easy-to- understand 
and useful by students.
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１．研究開始当初の背景 
 災害時の心の支援（心のケア）は、従来か
ら医療や臨床心理学領域、社会福祉等の諸領
域において様々な取組が行われてきた（e.g. 
日本小児精神医学研究会，1995；アメリカ国
立子どもトラウマティックストレス・ネット
ワーク，2006/2009；日本赤十字社，2008）。
地域精神保健やコミュニティ・ケア、学校臨
床等の支援領域でも、個々の領域の対象や課
題に応じて、専門家やボランティアが支援活
動を行ってきた。領域ごとに行われるそうし
た取組は、2011年 3月 11日に発生した東日
本大震災のような広範囲で長期にわたる災
害支援においては必ずしも充分な機能を発
揮し得ないことが懸念される。生活の各方面
において長期にわたって生じると予想され
る心理的危機に対応するとともに、生涯にわ
たって地域住民一人ひとりの生活の質
（QOL）を高め、予想される心理的危機を未
然に予防・軽減するためには、より日常的で
身近な心理支援としての心のセーフティネ
ットを地域に構築する必要があると考える。 
 研究代表者はいのちの電話や教育相談（ス
クールカウンセリング）の相談活動や研修活
動に携わってきた経験から、地域住民一人ひ
とりが心の健康や心理支援の基礎的知識を
身につけて、家庭や近隣地域における心理的
危機の発生を未然に予防し、問題が深刻な状
態になる前に対処できるようになることが
重要と考えてきた。いのちの電話では、一般
市民が数年にわたる相談員養成課程で臨床
心理学等の専門的知識を学びながら、自殺等
の危機に直面している人々に対する心理支
援の基礎を身につけてゆく。その目的は市民
ボランティアとして電話相談を行うことで
あるが、副次的効果と考えられることは、地
域に住まう家庭人である電話相談員たちが、
研修活動を通して心の問題に関する見識を
高め、心理支援を行うための基礎的な力量を
身につけることにある。つまり、電話相談員
の養成は各家庭におけるセルフ・ケアの資質
や能力を高めることに直結するのであり、そ
の効果は電話相談員の家庭だけにとどまら
ず、電話相談員が住んでいる近隣地域にも波
及することになる。同様のことは教育相談領
域における教職員や一般市民を対象とした
カウンセリング関連の諸研修の効果にも当
てはまると考えられる（佐藤，2008, 2009, 
2010）。 
 地域住民一人ひとりが心の支援の知識や
スキルを身に付けて、家庭や近隣地域に生涯
にわたる心のセーフティネットを構築する
ことがカウンセリング・シティ（タウン）構
想である。そのためには、一般市民を対象と
した、より効率的に心の支援のエッセンスを
獲得できる心理教育プログラムを開発する
必要がある。さらに、心理教育プログラムを
実践するための体制づくりも行う必要があ
る。活用できる地域資源の例としては、大学
が行っている公開講座や教育委員会等が企

画する公開研究会等の教育・研修の機会など
が挙げられよう。その他の諸機関・団体が行
う心理関係の研修等においても、災害時の心
の支援に関する内容を盛り込むなどの工夫
が可能と考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、東日本大震災後の心理支
援の実際的取組を跡づけながら、短期及び
中・長期にわたる災害時の心の支援のあり方
（グランドデザイン）について検討すること
である。さらに、地域における心のセーフテ
ィネットを構築するために必要な一般市民
を対象とした心理教育プログラムに関して、
その理解や有効性等に関する基礎的調査と
実践的な教育活動を通して、開発的研究を行
うことである。 
 
３．研究の方法 
(1)東日本大震災時の仙台市教育委員会の心
のケアの取組について調査を行った。研究
代表者が事業担当委員として関わっていた
ため、実際の取組と経過等の知見や情報は
その業務を通して得ることができた。 

(2)一般市民を対象とした心理支援に関する
心理教育のあり方を検討するため、いのち
の電話（3 カ所）の研修内容についてイン
タビュー調査を行った。調査時期は平成 24
年 6月と 8月、平成 25年 9月であった。
さらに東日本大震災支援の学生ボランティ
アを被災地に派遣している大学機関（1 カ
所）を訪問してインタビュー調査を行った。
調査時期は平成 24年 11月であった。 

(3)災害時の心の支援に関する研修会の受講
者を対象として、心理教育プログラムの内
容の理解や有効性を評価・分析するための
アンケート調査を行った。 
 
４．研究成果 
(1)災害後の心の支援のグランドデザイン 
 災害後の支援は時期と状況に応じた工夫
が必要である。災害発生直後から初期におい
ては災害ストレスへの対処や予防等の緊急
支援（ＰＦＡ）が中心となる。心理臨床領域
ではストレスマネージメント等に関する支
援の取組を行いながら、医療やその他の支援
領域との連携、支援者支援等を考慮した心理
支援を実施する必要がある。 
 災害発生から数年が経過した後の中・長期
においては、引き続きＰＴＳＤ等のストレス
障害に注意しながら、より日常的な心の支援
や適応支援に移行した総合的な対応が必要
となる。そのため、適時専門家の協力を得な
がら、地域住民自らが心の不調への気づきや
見守りを行い、必要に応じて病院や精神保健
センター等の専門機関へ橋渡しをすること
が必要であり、身近な心理支援の知識やスキ
ルを身につけることによって、人間関係をよ
り強化して、地域に心のセーフティネットを
構築することが求められる。 



(2)市民対象の心理教育の実態 
 いのちの電話における相談員養成研修で
は、傾聴を柱とする心理支援の方法や、心の
健康、精神病理等に関する基礎知識、自己理
解や感受性訓練、倫理等に関する学習を概ね
二年程度の年月をかけて行っている。内容は
高度であり、それに応じた手間と時間をかけ
ていることが特徴である。被災地支援の学生
ボランティアに対する心理教育では、支援す
る相手や自身の心理的安全を図ることが重
視されており、傾聴的支援等に関連する内容
は含まれていない。 
(3)心理教育プログラムと評価 
 本研究において作成した心理教育プログ
ラムの主な内容（コンテンツ）は、災害によ
る心の危機①②（図１・２）、心のセーフテ
ィネット（図３）、支援のための２つのアプ
ローチ（図４）、２つのアプローチの適用方
法（図５）、カウンセリング的アプローチ（図
６）である。心理教育の実施にあたっては、
カウンセリング的アプローチや傾聴的支援
における危険性や安全性への配慮、及び守秘
等の倫理的要素についても内容に加えてい
る。 
 災害支援に関する研修会（2014 年 1月に実
施，90 分）において、各コンテンツ（災害に
よる心の危機①②、心のセーフティネット③、
支援のためのサポートとその適用方法④⑤
⑥）に対する受講者（大学生：男性 15 人、
女性 12 人、平均年齢 19.1 歳）の理解の度合
いや心の支援に関する意識等に関して５件
法（回答値は５～１）によるアンケート調査
を行った。その結果、「内容はわかりやすか
った」に対する「とてもあてはまる(5)」の
回答は 74.1％、「ある程度あてはまる(4)」の
回答は 25.9％であった。研修の前・後の比較
では、「自分にも心の支援はできると思う」
の回答値（最頻値：前＝4，後＝5）に有意な
差が認められた（Wilcoxon の符号付き順位検
定，Z＝－3.119, p<.01）。心理教育プログラ
ムの評価に関するその他のアンケート調査
（佐藤，2013a）でも同様の結果が得られた
が紙幅の都合により割愛する。 
(4)教材制作 
 本研究の成果を基に、災害支援における心
理教育用教材として「災害と心の支援」（パ
ンフレット）と「災害後の生活と心のセーフ
ティネット」（電子版）を制作した。内容は
前述した心理教育プログラムを基にして、災
害時の心身状態、PTSD、心の危機、身近な
心の支援、励ましと寄り添い、注意点等で構
成されている。 
(5)今後の課題 
 災害後の心の支援は、専門家と地域住民の
共同作業が必要となる。そのため、非専門家
である修学者にあまり負担をかけない心理
教育に関する研究・開発が求められる。内容
については有効性と安全性の検討がなお必
要であり、今後の課題としたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 災害による心の危機① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 災害による心の危機② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 心のセーフティネット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 支援のための２つのアプローチ 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ ２つのアプローチの適用方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図６ カウンセリング的アプローチ 
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※紙幅の都合で掲載できませんでしたが、本
研究調査にご協力いただいた方々や災害支
援の関係者、諸学会における研究者との情
報・意見交換、及び日本心理学会・日本心理
臨床学会・日本臨床心理士会・日本学校心理
士会のホームページ等で提供された各種の
資料・情報などから得た知見も参考にしてい
ます。ご示唆やご教示をいただいた皆様に心
より感謝申し上げます。 
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